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老人クラブ連合会主催　
囲碁・将棋大会

美しく咲く 
折り紙のバラ

9 13
FRI

　町老人クラブ連合会主催の囲碁・将棋大会
がばらの里で開催され、囲碁６名、将棋８名
の参加者による熱い対局が繰り広げられまし
た。
　参加者は真剣な表情で盤に向かい、勝敗に
一喜一憂しました。

　フランスなど国内外で活躍する折り紙作家
佐藤直幹さんを講師にばらの里において、バ
ラの折り紙教室が開催されました。
　子どもから大人まで約30名が参加し、佐藤
さんが考案した「佐藤ローズ」を作成。より
本物のバラに近づける折り方やバラの種類に
あった紙の選び方など教わりました。
　佐藤さんは「これからもきれいなバラをたく
さん折って楽しんでほしい」と話されました。

9 15
SUN

マカロニリースづくり
体験会

　ひよしの里においてマカロニリースづく
り体験会が行われ、揖斐郡や岐阜市などか
ら約30名が参加しました。この企画は、い
びNPO法人連絡協議会主催の「いび地域環
境塾」の一環として行われ、参加者はさま
ざまな形のマカロニを組み合わせ、色を塗
り、思い思いのリースを作り上げました。
完成したリースを持って家族で記念撮影を
するなど、終始笑顔で楽しまれました。

9 8
SUN

おめでとう
　ございます！

　9月20日（金）に100歳を迎えられた五
十川きのゑさん（末守）のもとを藤井町長
が訪問し、バラの花束などお祝いの品を贈
りました。
　五十川さんの長寿の秘訣は畑仕事。90
歳過ぎまで畑へ自転車で向かい、野菜作り
を楽しまれていたそうです。藤井町長が
「これからもお元気で長生きしてくださ
い」と声をかけると、五十川さんは、にこ
やかな笑顔と大きな会釈で返されました。
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秋の訪れを楽しんで
観光ボランティアガイド 園遊会

9 21
SAT

　認知症当事者とその家族を支える「チームオレ
ンジごうど」を結成しました。この団体は、認知
症支援を求める方と支援者をつなぐ窓口として、
住み慣れた神戸町で暮らし続けるためのサポート
を行います。
　結成式には、認知症サポーターやローズカフェ
事業（認知症カフェ）運営者など、多くの方にご
参加いただき、お互いの活動の情報交換や認知症
に関する意見交流が行われました。

　善学院において、町観光ボランティアガイドの
会主催の「秋の園遊会」が開催されました。ボラ
ンティアガイドによるガイドの他、境内を散策し
て俳句を詠んだり、篠笛演奏や日本舞踊を鑑賞し、
文化や芸術を通して秋の訪れを楽しみました。町
外からの参加者も多く「懐かしい音楽をきいたり、
久しぶりにおみくじを引いたり、いい時間を過ご
せた。また神戸町に来ようと思います」と話され
ていました。

日本郵便株式会社と
包括連携に関する協定締結

9 24
TUE

　日本郵便株式会社東海支社と「包括連携に関する
協定」の締結式を行いました。
　この協定は、地域経済の活性化や未来を担う子ど
もの育成、環境にやさしい地域社会の形成など、町
と同社が連携して取り組むことを定めたものです。
　協定の締結にあたり神戸郵便局千葉武司局長は
「広域な分野で協力し、神戸町の目指す魅力あるま
ちづくりに貢献したい」と述べられました。

　神戸中学校で体育大会が開催されました。
　生徒全員が力を発揮し、美しい神中カラーを生
み出そうという思いが込められた「調色開花」を
スローガンに、学年種目、男女縦割り種目、生徒
会種目、それぞれで熱戦が繰り広げられました。
　各団の団長は「体育大会を通して、仲間と強い
絆を作り上げることができた。この経験を今後の
学校生活に活かしていきたい」と話していました。

チームオレンジごうど結成
9 21

SAT

全身全霊　白熱した戦い
神戸中学校体育大会

9 26
THU
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土屋ファームからじゃがいもを寄贈いただきました
1011

FRI

地球の未来を
みんなで守ろう！

10 2
WED

交通事故のない　
明るい未来を目指して

　大安地区交通安全協会神戸支部・町主催の「神戸
町交通事故防止大会」が中央公民館で開催され、優
良運転者等表彰の伝達や、講演会が行われました。
　優良運転者等表彰では、墨典幸さん（栄町）が
特別優秀章を受章されたほか、４人の方が表彰さ
れました。
　講演会では、一般社団法人　日本自動車連盟
（JAF）岐阜支部事業課の浅地茂樹さんを講師に
迎え、「危険予知トレーニング」をテーマに講演
をいただきました。

　神戸小学校4年生の児童が、役場総務課職員を
講師に、2050年までに二酸化炭素実質排出量を
ゼロにする取り組み「ゼロカーボンシティ」に
ついて学びました。
　CO2の排出が増えると地球は今後どうなって
しまうか、町は地球温暖化を防止するためにど
んなことを行っているかの説明を受けた後、ゼ
ロカーボンに関するクイズを行いました。
　児童は「地球温暖化を防止するためにできる
ことが他にないか、これから調べていきたい」
と話していました。

　北海道芽室町の株式会社土屋ファーム様からじゃがいも（品種：北海こがね）100kgをご寄贈いただき
ました。土屋ファーム会長の土屋直道さんは、明治時代に丈六道から北海道へ開拓に入られた土屋弥八さ
んのお孫さんにあたり、先祖ゆかりの地である神戸町の子どもたちにも安心安全な国産食材に関する理解
を深めてもらいたいという思いから、土屋ファームで採れたじゃがいもをご提供くださいました。この日
いただいたじゃがいもは給食のカレーに使用され、町内各幼児園の園児、小中学校の児童生徒が美味しく
いただきました。
　中学校生徒は「これまで食べてきたものと食感が違った」「食材の産地や生産者に
ついて知ることで、いつものおいしい給食がよりおいしく感じた」と話していました。

9 26
THU

▲贈呈式の様子 ▲給食のカレーライスを食べる中学生と談笑する土屋直道さん（後方左）



7 2024.11  広報ごうど

　神戸中学校１年生が、町内外の飲食業や整体師
など９つの職種の方の講話を聴く、「職業講話」
が実施されました。
　生徒たちは、自分の興味のあるものを２種類選
択。講師の方から、ふだん気を付けていることを
聴いたり、実際の仕事を体験してみたり、といつ
もの授業ではできない経験をしました。
　生徒たちは「どうしてこの職業を選んだのです
か」「仕事で大切にしていることは何ですか」な
どと、積極的に質問をしていました。

　新屋敷区ふれあい大会において、自衛隊ブース
が開かれ、自衛隊車両との記念撮影や、制服試着
体験など、子どもから大人まで、多くの方でにぎ
わいました。
　来場者は「自衛隊の様々な活動を知る事ができ
てよかった」「日本を
守る自衛隊の方々に感
謝して生活したい」と
話していました。

　西座倉土地区画整理事業地内において、株式会社サイゼリヤと地権者・西座倉土地区画整理組合との間で土
地売買契約の覚書を、併せて神戸町と企業立地に関する協定書の締結を行いました。
　建設される自社工場は中部地方で初となり、令和８年１月着工・令和９年４月に完成予定。サラダやスパゲ
ティ、ピザなどを作り、主に東海北陸地方の店舗に配送する予定で、生産量は国内最大規模になる見込みです。
　調印式で株式会社サイゼリヤの松谷秀治社長は、「岐阜県は日本の中心であり、水が良く野菜もおいしい。
神戸町とのご縁を大切に、生産力向上や従業員雇用を進めていきたい」と述べられました。町長は、「新たな雇
用を創出し、働く世代の移住定住を促進するなど、当町の活性化につながる」と歓迎のあいさつを述べました。

㈱サイゼリヤと企業立地に関する協定書を締結
1017

THU

いろんな職業を知ろう！
神中職業講話

1017
THU

新屋敷区ふれあい大会で
自衛隊車両を展示

1014
MON

▲協定書に署名する株式会社サイゼリヤ松谷秀治社長
　（右から３人目）と藤井町長（右から２人目）

▲覚書・協定書を交わした株式会社サイゼリヤ松谷秀治社長（右から３
　人目）と安田法爾理事長（左から３人目）と藤井町長（右から２人目）


